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5 学校・家庭・地域が連携・協働する地域づくりの推進【社会教育課】 

大項目 1) 家庭教育支援の推進 

中項目 小項目／点検・評価 

(1)地域での家庭

教育事業の拡

大  

 

 

 

○地域による家庭教育講座「エンジョイパパママ事業41 」の実施 

・「エンジョイパパママ in元村」の開催 

元村 実施日 テーマ 講 師 参加者 

第 1回 5/29(日) 親子外遊び 諫早市こどもの城 

野中 邦浩 氏 

15組 

第 2回 9/25(日) ギョウザ作り 管理栄養士 

村元 淑子 氏 

7組 

第 3回 1/23(月) 読み語り指導 

(実行委員、ｻﾎﾟｰﾀｰ対象) 

時津図書館司書 

豊島 亮子 氏 

12人 

第 4回 3/19(日) 

 

紙芝居、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜ

ｰｸｼｮｯﾌﾟ 

舞台俳優 

元尾 裕介 氏 

8組 

・「エンジョイパパママ in左底」の開催 

左底 実施日 テーマ 講 師 参加者 

第 1回 6/26(日) 親子手打ちうどん

作り体験 

婦人会 6組 

第 2回 11/6(日) 

 

親子室内遊び 諫早市こどもの城 

野中 邦浩 氏 

5組 

第 3回 2/26(日) 親の聞く力 活水女子大学講師 

福井 謙一郎 氏 

9組 

  ・「エンジョイパパママ in野田」の開催 

野田 実施日 テーマ 講 師 参加者 

第 1回 7/24(日) 手形・足形アート 保育士 

水田 美樹 氏 

5組 

第 2回 11/27(土) 幼児安全法講習 日 赤 長 崎 県 支 部 

樺山 智子 氏 

5組 

第 3回 2/19(日) 

 

親子室内遊び 諫早こどもの城 

吉原 裕介 氏 

6組 

○エンジョイパパママ事業は元村地区では 8年目、左底地区では 5年目、野

田地区では 2年目であり、コロナ禍ではあったが中止・延期することなく

当初の事業計画に沿って年 3回または 4回事業を実施した。 

 

                                                                                  
41 地域が主体となって、地域の方々との交流を図りながら若いお父さん・お母さんが楽しく子育てを学ぶ学 

習会。 
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中項目 小項目／点検・評価 

 ○参加者のアンケートでは、「日頃このような勉強をしたくても、子どもの

面倒を見ながらでは難しいため、子どもを見ていただいて大変助かりまし

た。」「先生のお話が面白く、時間があっという間でした。子育てをする

上で必要な内容ばかりでとても勉強になりました。」という感想もあり好

評であった。 

○参加者募集については、各地区において自治会でのチラシ配布を中心に、

保育園・幼稚園・児童館への呼びかけや個別での呼びかけを行った。 

 

【課題・今後の取組】 

○地区やテーマによっては応募者が少なく、参加呼びかけに苦慮しており、

事業を地域住民に広く周知する方法について、考えていく必要がある。 

○エンジョイパパママ事業実施地区の拡大のため、日並地区での令和 5年度

からの実施を目指し、地域の皆さんと協議を進める。 

○すでに実施している元村地区、左底地区や野田地区の３地区については、

地域の皆さんが主体的な活動を継続できるように、引き続き広報や事業の

企画・運営について支援を行う。 

 

指 標 
基 準 実 績 目 標 

令和元年度 令和 4年度 令和 7年度 

エンジョイパパママ事業の

実施 

2地区 3地区 5地区 

(2)「ながさきフ

ァミリープロ

グラム」の活

用 

○「ながさきファミリープログラム42 」を活用した家庭教育講座の実施 

 ・時津町ＰＴＡ連合会会員研修会 

   期 日：令和 4 年 6月 3日（金） 

   講師（ファシリテーター）：長崎県生涯学習課 

【新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止】 

○ファシリテーター43 スキルアップ研修会の実施 

 ・本町に登録しているファシリテーターのスキルアップのため、上記研修

会をスキルアップ研修会と位置づけ、実施する予定だったが、研修会が

中止となり、実施することができなかった。 

 

 

 

                                                                                  
42 長崎県が平成２２年度に作成した参加型の親育ち学習プログラムで、グループ学習により親同士が交流 

し、支え合う関係を築き、またネットワーク構築を目指す。 
43 会議の進行役。参加者に発言を促したり、話の流れをまとめたりする役割を担う。 
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中項目 小項目／点検・評価 

 

※新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止 

 

【課題・今後の取組】 

○ファシリテーターの資質向上と町事業での活用が今後の課題である。 

○令和 5年度は、時津町ＰＴＡ連合会主催学級委員長研修会で、「ながさき

ファミリープログラム」を活用した家庭教育講座を実施する。さらに、各

学校の学年・学級ＰＴＡで、本プログラムを実施できるよう支援を行う。 

 

 指 標 
基 準 実 績 目 標 

令和元年度 令和 4年度 令和 7年度 

各小学校ＰＴＡによる「ながさ

きファミリープログラムを活

用した家庭教育講座の実施 

1回 0回※ 

 

24回 

大項目 2) 青少年健全育成の充実 

中項目 小項目／点検・評価 

(1)青少年健全育 

成町民会議及 

び子ども育成 

会連絡協議会 

の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

○青少年健全育成町民会議事業への支援 

・育成事業補助金：1,095,000円 

          （各地区青少年健全育成協議会への補助金を含む） 

・社会教育課に事務局を設置 

・機関誌「こすもす」発行（4月･10月／年 2回） 

・春休み、夏休み、冬休みにおける帰宅放送の実施 

・夏、冬休み健全育成チラシ全世帯配布 

・子ども 110番の家設置事業 

ｱ 子ども 110番の家協力戸数：425戸(令和 4年度末) 

ｲ 子ども 110番の家情報交換会 

     子々川・日並地区 令和 4年 10月 27 日（木） 31人 

 ○地区青少年健全育成協議会の支援 

・青少年健全育成町民会議を通じ、各地区青少年健全育成協議会へ補助 

金を交付    50,000円×10団体 

○夜間パトロールの実施や有害図書類販売店等の巡回 

・とぎつ夏まつりの際の夜間パトロール  

本部役員 2 名、事務局職員 1 名で、花火打上げに合わせ町内巡回パト

ロールを実施 

・有害図書類販売店等の立入調査 

    令和 4年 7月 14日（木） 13カ所 
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中項目 小項目／点検・評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 11月 24日（木） 12カ所 

○子ども育成会連絡協議会事業への支援 

・育成事業補助金：560,000円 

・社会教育課に事務局を設置 

・ジュニアリーダーキャンプ研修 

期 間：令和 4年 6月 25日（土）～26日（日） 

場 所：崎野自然公園 

【天候不良のため中止】 

・ピースキャンドル作製、点灯 

点灯式：令和 4年 8月 9 日（火） 

場 所：時津ウォーターフロント公園 

【新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止】 

  ・ジュニアリーダー研修 

    期 日：令和 4 年 10月 22日（土） 

    場 所：長崎外国語大学 

○「とぎつっ子の夢を育む基金」の活用による青少年健全育成活動、子ども

会活動の推進 

①とぎつっ子の夢を育む補助金  107件    8,537,100円 

・青少年団体体験事業        1件    38,200 円 

・青少年健全育成提案事業     0件       0円 

・大会等参加事業      106件  8,498,900円 

ｱ スポーツ関係            56件（バドミントン、セーリング、ラ 

                グビーほか） 

    国際大会 1件、全国大会 23件、西日本・九州大会 32件 

ｲ 文化関係               3件  

ｳ 研 修               1件 

ｴ 応援懸垂幕・横断幕    46件（スポーツ、文化） 

②とぎつっ子の夢を育む奨励金   15件   1,530,000 円 

・スポーツ関係         14件（柔道、ラグビー、サッカーほか） 

・文化関係             1件（吹奏楽部） 

○通学合宿実施の支援 

・元村 2地区及び日並地区とも、感染拡大のため、3年連続中止となった。 

・新たな実施地区として、野田地区が内容を縮小して実施した。 
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中項目 小項目／点検・評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題・今後の取組】 

 ○「とぎつっ子の夢を育む補助金」制度の周知に努め、補助金の有効活用に 

より事業実施を促進する。 

○青少年健全育成活動及び子ども会活動の活性化のため、特に「青少年団体

体験事業」及び「青少年健全育成提案事業」についての活用を促す。 

○野田地区でより充実した通学合宿実施に向け、支援を行う。 

 ○3年連続で通学合宿を中止している元村 2地区及び日並地区についても事

業が再開できるよう支援を行う。 

 

指 標 
基 準 実 績 目 標 

令和元年度 令和 4年度 令和 7年度 

通学合宿実施数 2箇所 1箇所 4箇所 

(2)子どもの居場 

所づくり事業 

の充実 

○地域子ども教室の推進 

  ・とぎつサタデールーム  

期 間：令和 4年 5月 28日（土）～令和 5年 2 月 25日（土） 

場 所：茶屋（本陣） 

回 数：7回 

参加者：69人（延数） 

  ・寺子屋とぎつ塾 

期 間：令和 4年 5月 21日（土）～令和 5年 2 月 18日（土） 

場 所：茶屋（本陣）、時津公民館（別館） 

回 数：12回（第１・３土曜日） 

参加者：441人（延数） 

・時津小学校区放課後子ども教室 

期 間：令和 4年 6月～令和 5年 2月 

回 数：23回〈毎週水曜日（夏休み、冬休みを除く）〉 

参加者：253人（延数） 

 

【課題・今後の取組】 

○「とぎつサタデールーム」は、３年振りの実施となり、「時津町を知る」 

 

指 標 
基 準 実 績 目 標 

令和元年度 令和 4年度 令和 7年度 

地域子ども教室実施数 3箇所 3箇所 5箇所 
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中項目 小項目／点検・評価 

 「ＳＤＧｓを学ぶ」「手紙を書く」「マジックを楽しむ」など多彩なテー 

  マで、中には大学生が講師を務めた回もあった。このように、今後も地域

及び大学生の協力を得ながら活動の充実を図れるよう支援を行う。 

○「寺子屋とぎつ塾」は、定員を超える応募があり、場所を 2箇所に分けて

実施したが、参加した児童生徒の保護者からは「算数が好きになった」「自 

信がついた」と好意的な意見が寄せられているため、可能な限り学びを継 

続できるよう、感染防止対策を講じながら実施する。 

○「時津小学校区放課後子ども教室」は、時津小学校、地域及び大学生の協

力を得て実施することができた。これまでスタッフとして協力していただ

いた大学生が卒業したため、今後新たな人材が確保できるよう支援を行

う。 

 

(3)子ども会活動 

の活性化に向 

けた支援 

○子ども会加入促進   

・子ども会加入者数（幼児～中学生）  ：1,191 人（令和 4年度末） 

（指導者・育成者）：  541人（令和 4年度末） 

                            合 計：1,732 人（令和 4年度末） 

・町社会教育委員と各地区育成会長との意見交換会を開催し、子ども会を

取り巻く現状や課題について情報を共有した。 

   期 日：令和 4 年 4月 21日（木） 

   参加数：町社会教育委員、各地区育成会長、教育委員会 計 28人 

・子ども会への加入促進のため、小学校新入学説明会の折に、保護者に加

入及び活動の理解を得られるよう説明を行った。 

・時津町子ども育成会連絡協議会主催「子ども会活動推進のつどい」 

    期 日：令和 5 年 3月 5日（日） 

    講 師：長崎県子ども会育成連合会専門委員 平山 仁 氏 

     参加数：140 人 

 

【課題・今後の取組】 

○地域、町社会教育委員と一緒に、子ども会の加入促進及び子ども会活動の

活性化に向けた方策を考えていく。 

○子ども会活動が休止している地区には、近くの地区と合同で活動できるよ

う働きかけを行うなど、個別に支援を行う。 

指 標 
基 準 実 績 目 標 

令和元年度 令和 4年度 令和 7年度 

子ども会加入率 56％ 54.2％ 60％ 
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【エンジョイパパママ in元村】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エンジョイパパママ in左底】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エンジョイパパママ in野田】 
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【寺子屋とぎつ塾】 

 

 

【時津町子ども育成会連絡協議会主催 ジュニアリーダー研修】 

 

 

 


